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令和５年度 重点目標達成のためのアクションプラン 
                                                              氷見市立十二町小学校 
＜本年度の重点目標＞ 

「自立」 ～自分で見付け、自分で考え、自分で判断して行動する子供の育成～ 

 アクションプラン１ アクションプラン２ アクションプラン３ 

重点課題 
主体的に学習に取り組む 

態度の育成 
思いやりの心の育成 健やかな体つくり 

前年度
の課題 

・対話タイムや授業等で多様な考えに触れる機会を積極的に設けることができた。今年度は、意欲

的に家庭学習に取り組むことができるように、取り組み方についての手立てを工夫していきた

い。 

・教材研究や発問等子供たちが意欲的に学習に取り組めるように工夫したことで、友達と関わり合

い、楽しんで学習に取り組む姿が見られた。今後も子供たちが主体的に学ぶ授業づくりを継続し

ていきたい。 

・「ほかほかの木」や「ほかほか週間」を設定したことで、思いやりのある言動をとる児童が増え

てきた。また、挨拶をする子供は増えてきたが、「相手の目を見て」や「気持ちを込めて」等、

気持ちのよい挨拶をする子供は少なかった。そこで、今年度は、引き続き「ほかほかの木」や「ほ

かほか週間」を設定するとともに、子供が主体となり気持ちのよい挨拶を広めることができるよ

うに手立てを工夫する。 

・ゲームや SNS 等のメディア利用時間について、「すこやかチェック」や「十二町小学校メディア

ルール」等と関連付けて目当てをもたせたり、児童保健委員会による呼びかけを行ったりした。

また、メディアの利用時間を「学習」と「お楽しみ」に分けたり、長時間のメディア利用の身体

への影響について知らせたりしたことにより、メディア利用について意識する子供が増えてき

た。引き続きメディア利用の仕方を見直し、生活習慣を改善できるように手立てを工夫する。 

具体的な 

達成目標 

 

（数値目標） 

・「なぜだろう」「もっと知り

たい」と自分で課題を見付け、

進んで学習に取り組む児童が

75％以上 

（児童自己評価・保護者評価：

４段階評価のＡ・Ｂ評価） 

・気持ちのよい挨拶をする児童が

85％以上 

（児童自己評価・保護者評価：４

段階評価のＡ・Ｂ評価）  

・１日のメディア利用時間が２

時間以内の児童が 80％以上

（休日は３時間以内） 

（児童自己評価・保護者評価：

４段階評価のＡ・Ｂ評価） 

 
行動Ⅰ 

（方策） 
＜方策１＞ 

・教材の提示の仕方や学習環境、

対話や表現する場等を工夫

し、子供が課題意識をもって

主体的に学習に取り組むこと

ができる授業づくりに努め

る。 

＜方策２＞ 

・家庭でも課題意識をもって学

習できるように、学びのステ

ップアップ週間では、家庭学

習の取組についてのワークシ

ートを用いたり、家庭学習コ

ーナーを設け、児童の家庭学

習ノートの工夫を紹介したり

する。 

 

＜方策１＞ 

・挨拶について代表委員会で話し

合う機会を設け、方策を考え、

実践・振り返りを行うことで、

子供が主体となって挨拶運動

を進めることができるように

する。 

＜方策２＞ 

・「ほかほかの木」を設定し、気

持ちのよい挨拶や思いやりのあ

る言動等についてカードに記入

する。掲示したり、放送で全校

児童に紹介したりすることで、

気持ちのよい挨拶をしようとす

る意欲を高める。 

＜方策１＞ 

・「すこやかチェックカード」

や児童保健美化委員会によ

る提案活動を生かしてメデ

ィアの利用時間の目当てを

もたせたり、頑張っている子

供の取組を紹介する場を設

けたりすることで、適切なメ

ディアの利用時間を意識付

ける。 

＜方策２＞ 

・学級指導や個別指導を充実さ

せ、自分の決めたメディアの

コースの利用時間を守ろうと

する意欲を高める。 

中間評価 〈方策１〉 
    A 

〈方策２〉 
B 

〈方策１〉 
A 

〈方策２〉 
B 

〈方策１〉 
A 

〈方策２〉  
B 
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・児童が課題意識をもって主体
的に学習に取り組むことがで
きる授業づくりに努めている
教員は９割以上であった。し
かし、「知りたい」「やって
みたい」という思いをもって
学習に取り組んだ児童は 78
％であるため、児童がより主
体的に取り組める授業づくり
に努める必要がある。 

・「学習したことや興味のある
ことに対し、進んで家庭学習
を行った」と答えた児童は 68
％、「家庭で興味・関心をも
って調べたり、確かめたりし
ながら学習する姿が見られ
た」と答えた保護者は 64％と
目標を下回った。その要因の
一つとして、家庭学習紹介コ
ーナーの設置が遅れ、周知す
る時間が短かったことが考え
られる。２学期は家庭学習紹
介コーナーの更新を定期的に
行い、興味のあることを楽し
んで学習する家庭学習の在り
方を推進するとともに、学習
発表会等の学校行事の場を活
用しながら子供たちの取組等
を保護者にも広めていく必要
がある。 

・「学校、家庭、地域で気持ちの
よい挨拶をしている」と答えた
児童は、85％以上であった。ま
た、「家庭で気持ちのよい挨拶
をしている」と答えた保護者は
85％以上であった。６月に代表
委員会や６年生が中心となっ
て、気持ちのよい挨拶について
のポイントを話し合い、挨拶運
動を行ったことにより、学校全
体で挨拶に対する意識を高め
ることができたと考える。一方
で、「子供は地域の人に気持ち
のよい挨拶をしている」と答え
た保護者は、78％であった。学
校だけでなく地域の方に対し
ても気持ちのよい挨拶ができ
るようにしていく必要がある。 

・「ほかほかあいさつの木」を設
け、挨拶について自分ができた
ことや友達のよいところ等に
ついて記入したカードを掲示
したことで、気持ちのよい挨拶
への意欲を高めることができ
た。今後は、挨拶週間中だけで
なく日常的に「ほかほかあいさ
つの木」の取組を行い、全校児
童にみんなの挨拶のよさを広
めていく必要がある。 

・すこやかチェックの期間中に
メディアの利用時間を少なく
しようとした児童は 82％、保
護者は 81％である。すこやか
チェック期間以外になるとや
や減り、児童 74％、保護者 79
％で、普段からメディアの利
用時間に気を付けていること
が伺われる。「とても思う」
に回答した児童がすこやかチ
ェック期間中は普段の 23％
から 40％に増加することか
らも、すこやかチェック期間
は、児童のメディア時間を減
らすのに効果があると考え
る。しかし、「あまり思わな
い」が一定数いるので、今後
もメディアの利用について考
えていく機会を設けていく必
要がある。 

・保健集会で長時間のメディア
の利用が頭や目に及ぼす影響
について体験する場を設定し
たことにより、メディアの時
間を守ろうとする意欲を高め
ることができた。今後は学級
指導等を通して、メディアに
ついて考える機会を増やして
いきたい。 

中間評価公表 ホームページ・学校だより 

行動Ⅱ 

（方策） 

＜方策１＞ 

・子供が主体的に取り組むこと
ができるよう、行動Ⅰの方策
に加え、対話を通しての学び
合いの場や、学習したことを
振り返り、次の学習につなげ
る場を大切にする授業づくり
に努める。 

＜方策２＞ 

・学びのステップアップ週間に
おける家庭学習ノートの掲示
を引き続き行う。その際、そ
れぞれの取組のよさを学級内
で見付け合ったり、他の学年
のノートを見て参考になった
ことを紹介したりすることを
通して、子供たちの家庭学習
に対する意欲を高める。 

＜方策１＞ 

・行動Ⅰの方策を継続する。代 

表委員や６年生で挨拶に関す
る現状や課題、方策等を話し
合い、全校児童が主体的に挨
拶運動に取り組むことで、気
持ちのよい挨拶への実践意欲
を高める。 

＜方策２＞ 

・実践した気持ちのよい挨拶に
ついてカードに記入し、「ほ
かほかあいさつの木」に掲示
する。また、カードの内容に
ついて適宜放送し、全校児童
に広める。 

＜方策１＞ 
・「すこやかチェックカード」

や児童保健美化委員会によ
る提案活動とともに、「我が
家のメディアルール」を作
り、適切なメディアの利用時
間をさらに意識付ける。 

＜方策２＞ 
・学級指導や個別指導を充実さ

せ、自分の決めたメディアの
コースの利用時間を守ろう
とする意欲を高める。 

 

 

 【評価基準】 

・「方策」   Ａ…目標達成に効果があった  Ｂ…目標達成にやや効果があった 

        Ｃ…目標達成にあまり効果がなかった Ｄ…目標達成に効果がなかった 

・「総合評価」 Ａ…達成した Ｂ…ほぼ達成した Ｃ…現状維持 Ｄ…現状より悪くなった 

 

 


